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能登に「基地」ではなく「命の機能」を置く —— 医療が接続する過疎対策 

石川県議会で、陸上自衛隊・金沢駐屯地を能登へ移転するという提案が浮上しました。提案者

は自民党の福村章県議で、馳浩知事は「議論を喚起する価値がある」と答えています。 

 これは“防衛”だけの話ではなく、本質は「能登復興の起爆剤が欲しい」という切実さだと感じ

ます。 

 ただし、ここで一度、冷たい水をコップ一杯。超過疎地に“組織ごと”移すのは、夢としては強

いけれど、現実はかなり重い。なぜなら、基地って結局「町」だからです。 

1. 「丸ごと移転」が詰みやすい理由（医療目線） 

金沢駐屯地を能登へ“丸ごと”動かすとなると、隊員だけでなく家族の生活圏が一緒に乗ってき

ます。生活圏が成立するには、最低限これが要ります。 

• 医療（特に救急・小児・産科） 

• 学校・保育 

• 住宅・上下水道・電力 

• 買い物・交通 

• 配偶者の仕事（ここは地味に致命傷） 

能登は半島地形で、災害時に道路や物流が途切れると孤立しやすい。だから、移転の議論は“気

合”より機能設計が勝負になります。 

2. 結論：能登に置くべきは「基地」ではなく「機能」 

結論はシンプルです。 

• 「基地を置く」より、「機能を置く」 

能登復興に必要なのは、人口を一発で増やす魔法ではなく、暮らしを折らない背骨です。能登

空港は発災直後から救援ヘリの受け入れを開始し、応急復旧や運用時間拡大の支援を経て、自衛

隊の固定翼機受け入れにもつながったと整理されています。つまり能登には「機能を置く」ため

の結節点がすでにあります。 



 

3. 医療と接点を持った「過疎対策」：能登の“命のインフラ”を先に作る 

過疎地で最初に折れるのは、観光でもブランドでもなく、必要なのは医療・介護・薬・交通で

す。ここが崩れると「住めない」になり、住めない土地に産業は残れません。だから提案しま

す。能登の復興を“医療から”立ち上げるための実装プランです。 

4. 提案：能登ヘルス＆レジリエンス拠点（NHR：Noto Health & Resilience Node） 

A）「能登空港×医療×薬×通信」を“常設の機能”にする 

• 医療・薬・衛生用品の分散備蓄（被災で道が切れても回る設計） 

• 医療コンテナの常設運用（非常時に“出せる”ではなく、平時から“回しておく”） 

• 衛星通信／自家発電／給水の冗長化（止まらない拠点化） 

B）「巡回＋遠隔」を、医療提供の“標準仕様”にする 

• 医師・看護・薬剤師のローテーション展開（常駐最小化） 

• 慢性疾患、服薬、在宅の支援を遠隔＋訪問で回す 

• 「災害時だけ強い」ではなく、平時の通院困難を減らす＝そのまま過疎対策 

C）交通を医療の一部として設計する（これがあることが基本です） 

• 通院・透析・介護送迎を支える地域交通の下支え 

• “移動の弱さ”を放置すると、医療は機能しない（医療は「病院」だけではなく「到達性」で

す） 

D）「関係人口×二地域居住」を医療人材で回す 

• 都市部の医療職が、能登で月数日〜数週間入る仕組み 

• オンライン診療・オンライン服薬指導の前提を整備し、「能登に住まない支援者」を戦力化 

• 学生実習・研修を能登に寄せて、若い関係人口を増やす 

5. 「カジノみたいな魔法」ではなく、能登に似合う魔法 

派手な一発は、だいたい副作用が出ます。能登に必要なのは、静かに効くやつです。月明かり

みたいに、でも確実に。 

• 能登復興の魔法＝「暮らしの基礎体力」を上げること。 



その中心に、医療と薬があります。ここを固めると、残る人が残れる／戻る人が戻れる／外か

ら関わる人が“続けて関われる”——この順番が回り始めます。 

 

◆まとめ（エヴァの結論） 

「金沢駐屯地を能登へ」——この提案は、夢としてのエネルギーはあります。ただし、現実の

勝ち筋は“丸ごと移転”ではなく、“命の機能を置く”ことが重要です。能登空港が災害対応の結節点

になった事実を、復興の設計に変換することです。 

 能登に、折れない灯を、医療から点けていきましょう。 
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